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９月１日号（№59・夏だ暑いぞ号）

湧　水
勝手にレッドデータ of 志木（47）

12月１日（№40・風邪にご注意を号）　

勝手にレッドデータ of 志木（26）

昔の地名
　

　志木で本町や柏町などの町名が使われるようになったのは、足立町

から志木市となった後で、もう30年以上たっていますが、街の中では

今でも昔の地名が使われています。その多くは昔の小字名が元になっ

たもので、町内会、公園、バス停などの名前に残っています。本町で

ありながら上町や東町など、わかりづらいものもありますが、歴史を

背負った地名は残していきたいものです。（昔の地名については志木

市発行｢郷土の地名｣に詳しい）　（天田 眞）
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こどもとおとなの自然塾（05年度第４回）

秋の夜に虫の声をきこうかい

柳瀬川・野鳥ウォッチング＆水族館

ミズガキ復活？？　柳瀬川・川あそび

　こどもとおとなの自然塾「秋の夜に虫の声を

きこうかい」が９月１０日（土）に開催されま

した。

　午後５時に柳瀬川サミット前に集まったのは、

総勢４９名（うち子供２０名）でした。

教育サービスセンター柿崎所長の挨拶の後、早

速虫取り網を持って、サミット裏の川原で虫を

探しました。

　エンマコオロギやツヅレサセコオロギは鳴き

声はするのですが、捕まえられませんでした。

それでも、ミツカドコオロギやクビキリギス、

ショウリョウバッタ等をみんなで捕まえました。

捕まえた虫を昆虫図鑑で調べた後、逃がしてや

りました。また、虫の声をＣＤラジカセで聞い

て、何の虫の声かを理解しました。

　すっかり暗くなってから、公園の方へ行きま

したが、アオマツムシの鳴き声がすごくて、他

の虫の声はほとんど聞き分ける事が出来ません

でした。（山崎光久）

　９月の柳瀬川・水族館では、現在日本国内で

絶滅危惧種である水辺で遊ぶ子どもたち「ミズ

ガキ（川ガキ）」を復活するための試みのひと

つとして、川流れやカヌーを取り入れてみまし

た。

　子どもはとても楽しんでいてました。川流れ

なんかは、普段勝手にやると怒られることです

しね（笑）

　今後は、こうした取組むを徐々に増やしてい

ければと思います。（伊藤　智明）

【主催】（財）埼玉県生態系保護協会志木支部

　　　　　NPO法人エコシティ志木

【協力】黒目川に親しむ会

【捕れた水生生物たち】・ボラ・コイ・ギンブ

ナ・マハゼ・ウキゴリ・ヌマチチブ・モツゴ・

グッピー・メダカ・タモロコ・タイリクバラタ

ナゴ・ウナギ・モクズガニ・テナガエビ・ヌカ

エビ・スジエビ・アメリカザリガニ・ハグロト

ンボのヤゴ　★ミズガキ（川ガキ）４名＜絶滅

危惧種＞

　お魚捕りをした後、お魚の種類を勉強しまし

た。終了後、アメリカザリガニ・グッピー等を

欲しい人が持ち帰り、残りは川へ戻しました。

9/18

（日）

9/10

（土）

川流れ体験中

モクズガニ

柳瀬川水族館
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お宝発見ツアー（第10回…だと思う）「柳瀬川上流の北川を訪ねて」

飲んべえなカッパの里を訪ねて

志木市ふれあい祭り

ゴミ分別ゲーム・屋上ビオトープ見学会

9/25

（日）

10/1

（土）

10/2

（日）

ゴミ分別ゲーム 志木小屋上ビオトープ見学会

 柳瀬川上流の北川という川に飲んべえなカッ

パ達が多数いると聞いて、総勢8名で訪ねてい

くことに。電車やバスを乗り継ぐこと約１時間、

西武遊園地駅に着くとさっそく２匹のカッパが

出迎えてくれました。一見、我々人間と同じよ

うに見えます。

　「我々は、北川かっぱの会のメンバーで、北

川の清流復活を目指してます！！」。

　堤防の補強工事が進む多摩湖、狭山公園、北

川源流にあるたっちゃん池や湧水、丘陵地の斜

面林、北山公園とそこに隣接する八国山（トト

ロの森で有名な！）などを詳しい解説とともに

案内してもらいました。結構歩きましたよ。

　北山公園を流れる北川では、10年に及ぶ運

動が実って、ついに2004年春、切り立ったコ

ンクリート護岸だった場所が緑のスロープに変

わりました。恐るべしカッパパワー。

　見学を終えて夕闇迫る頃、北川かっぱの会の

頭目が経営する「MARU」というお店に行き

ました。ここには飲んべえなカッパが大挙集まっ

てくるそうです。というか、夜も更けてくるう

ち 、 我 々 も

すっかり飲ん

べえなカッパ

に変身してい

ました。恐る

べしカッパパ

ワー。

（毛利将範）

　10月１･２日に志木市ふれあい祭りがいろは

遊学館で行われました。その中で、ゴミとエネ

ルギー部会ではいろいろな種類のゴミと実際の

ごみ収集箱を置き、ゴミ分別ゲームをしました。

子どもたちは真剣にゲームに参加し、なかなか

帰らない子どもいたほどです。エライゾ！！私

たちが日々出しているゴミについて、親子で意

識するきっかけを少しですが提供できたのでは

ないでしょうか。また、分別に関して日頃疑問

に思っていることをお聞きしたり、公園で拾っ

たドングリを飾ったり、ペットボトルで作った

ドングリ落としのおもちゃなどで遊んでもらい

ました。

　また、エコシティ志木では、いろはふれあい

祭運営委員会から小学校屋上ビオトープ見学会

の説明役の依頼があり、実施しました。

11時からの一回目は97名、１時からの二回目

は19名の参加があり、関心の高さを窺わせま

した。

　平成15年３月の竣工から２年半が経過しま

したが、その間鳥や

風によって種子が運

ばれ、

狭い空間に約８７種

類の植物が観察され

ています。池にはメ

ダカが泳ぎ、ミゾソ

バの可憐な花が満開

で、素敵な自然を作っ

ていました。
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志木市健康まつりに出展〈志木市立市民総合センター〉

魚は人々の心を元気にしてくれるぞ

　「志木市健康まつり」に柳瀬川・出前水族館

を出展しました。なぜなのかというと、「魚の

棲みやすいまちは、人間にとっても健康的なま

ち」とチョット強引に健康とお魚をコジツケで

（笑）

　いつもと違った老若男女のお客様が訪れて関

心を持ってもらい、異業種交流も大切だとツク

ヅク感じました。

　ちなみに、今日の目玉は「ミズカマキリ」で、

柳瀬川で私たちのグループで捕れたのは始めて

でした。（伊藤　智明）

【展示した水生生物】・ニゴイ・ギンブナ・ボ

ラ・オイカワ・ヌマチチブ・ウキゴリ・ヌカエ

ビ・テナガエビ・ミズカマキリ

　身近な川「柳瀬川」を知ることによって、自

分たちの住んでいるまちの成り立ちや現状を再

認識する、という趣旨で開講された「柳瀬川を

楽しむ（初級編）」が以下のように行われ、当

会のメンバーも講師として参加しました。

■第１回　７月10日（日）

「柳瀬川の成り立ちを知る」

「となりのトトロ」に描かれた風景の意味は？

講師＝正田浩司さん（県立所沢高校教諭）

■第２回　９月11日（日）

「フィールドワーク　柳瀬川の野草観察」

実際にフィールドに出て柳瀬川の自然を実感し

ました。講師＝田村キミエさん／天田眞さん（エ

コシティ志木）

■第３回　10月9日（日）

「柳瀬川の自然から志木が見える」

柳瀬川の鳥や魚たちから、意外に豊かな志木の

自然を知る。講師＝毛利将範さん／山崎光久さ

ん／小島敏文さん（エコシティ志木）

■第４回　11月13日（日）

「柳瀬川と人との関わり　今・昔」

柳瀬川に関わる行政・市民グループ・個人や、

柳瀬川の未来について考えました。講師＝宮本

善和さん（柳瀬川流域ネットワーク世話人代表）

10/16

（日）

志木いろは市民大学に講師を派遣しました

柳瀬川を楽しむ（初級編）
→→

△第２回「柳瀬川の野草観察」のようす

　富士見橋を中心に、土手、田んぼ、川原の野

草を観察しました。「柳瀬川の川原にあるのは

湿った場所を好むオギ。ススキではありません

よ」などなど…　受講生のみなさんは田村さん

から野草お得情報をいっぱい仕入れました。
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11/13

（日）

川越・不老川　「魚類調査」
主催：不老川流域川づくり市民の会／新河岸川水系水環境連絡会　魚類調査チーム

主催：埼玉県朝霞県土整備事務所

参加してきました

黒目川・秋の川まつり2005

11/3

（木）

　埼玉県朝霞県土整備事務所で開催した「黒目

川・秋の川まつり2005」に行ってきました。

今までは行政だけでやっていたイベントでした

が、今年は環境や川づくりに関わる市民団体も

一緒になって盛り上げようという試みでした。

　「黒目川・水族館」は大好評でした。この時

期にアユが捕れるのには驚きました。身近な新

河岸川流域にアユが棲んでいることを知らない

人も多かったです。川の土手を歩いても、コイ

ぐらいしか観えないから、川の中にどんな生き

物が棲んでいるかなんて知る機会なんて、めっ

たにないですからね（笑）

　また、（財）埼玉県生態系保護協会 ふじみ

野支部（旧・上福岡支部）の野沢支部長が提供

してくださった自然写真の数々は、かなりのお

宝画像が満載でした。これを観れただけでも、

川まつりに来た人はラッキーだったと思います。

　来年度以降も、行政と市民団体と協働でこう

したイベントを盛り上げていき、多くの人々に

身近な川に関心を持つきっかけとなるような活

動が続けられればと思います。（伊藤　智明）

【協力】・新河岸川水系水環境連絡会・黒目川に親

しむ会・和光自然環境を守る会・NPO法人エコシティ

志木・（財）埼玉県生態系保護協会 ふじみ野支部・

（財）埼玉県生態系保護協会 朝霞支部・埼玉県立

いずみ高校 釣り愛好会・埼玉県建設業協会朝霞支部・

朝霞市　ほか

　入間市・所沢市・狭山市・川越市といった首

都圏のベットタウンを流れる「不老川」は、過

去に全国水質ワースト１の「汚い川」の時もあ

り、生活排水等の影響による水質汚濁で有名な

川です。 そのため、不老川流域の自治体は「生

活排水対策重点地域」に指定されています。

　また、段差の激しい川のため、下流から魚が

昇って来れないため、魚の行き来がなく、水生

生物の種類の少ない川です。最近では、水質も

徐々には改善されつつあり、段差を少なくする

河川工事も行われてきています。

　そんな「不老川」が今どうなっているか、「不

老川流域川づくり市民の会」と「新河岸川水系

水環境連絡会 魚類調査チーム」で、水中捜索

してきました。

　以前はドジョウしか捕れなかったようなので、

今回はドジョウのほか、ギンブナ・モツゴ（ク

チボソ）・タモロコ・ヤゴなど、種類が増えた

ことは、改善に向けての一定の成果が上げられ

たと思います。

　また、久保川合流点より上流部の不老橋付近

の調査も行いました。このあたりは、川幅も狭

く懐かしさを漂わせる橋が架っていて、のどか

な里川の雰囲気でした。

　しかし、下流部に段差があり魚が昇って来れ

ないことや、瀬切れが起きてしまうことなどか

ら、乾燥に強いドジョウやザリガニぐらいしか

捕れませんでした。（伊藤　智明）
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宗岡地区の「水塚」宗岡地区の「水塚」
特集　水にかかわる自然と文化（３）特集　水にかかわる自然と文化（３）

水塚の構造概念図

水塚分布（●印）図と現存する堤防

中宗岡の水塚
●水防施設「水塚」

　「土盛りの土は、畑の土の30cmほど下のク

ロマサという黒い硬い土を掘ってモッコに入れ

て担ぎ上げたと聞いた」「この高さに積むには

並大抵のことではなかったはず。先祖が苦労し

て築いたものだから壊せない」

　2004年夏、宗岡地区（上宗岡・中宗岡・下

宗岡）の「水塚」を調査した際に水塚がある農

家の方から伺った話です。

　水塚とは、屋敷内の一部に宅地よりも１mほ

ど高く土盛りをして、その上に倉などの建物を

設けたもので、水害時に避難し、しばらく生活

できるようになっている、いわば水防施設です。

　宗岡地区は荒川と新河岸川に挟まれた低地で

あるために、以前はしばしば洪水にみまわれて

きました。その防備策として江戸時代初期頃か

ら水塚が築かれはじめたと考えられており、江

戸末期から明治、大正時代のものが今でも55

基（04年8月）現存しています。

　志木以外では、荒川流域の川島町、富士見市

南畑、朝霞市内間木など、また、木曽川下流や

利根川中流などでも見ることができます。

●洪水への備え

　土盛りの上に建てられた倉には、洪水に備え

て１階に米、味噌、醤油などを蓄蔵し、中２階

では水が引くまで避難生活を送れるようになっ

ていました。

　また、浸水時に備えて長さ３間（5.4m）ほ

どの舟を備えていた家も多く、今でも、物置や

納屋の天井や庇につるしてあるお宅がありまし

た。木を切ったり、天井を破って脱出するため

に、のこぎりやなたを常備したり、排水と防火

用水としての役目ももっていた「構え堀」が屋

敷の北側に残る家も一部に見られました。

　さらに、この地域には、江戸時代に造られた

宗岡地区全体を囲む堤防（輪中堤、総囲堤など

と言う）が今でもほぼ昔の原型を保って残され

ています（佃堤など）。

　 こ の よ

う に 「 荒

ぶる川」の恐

ろしい洪水に

対する様々な

備えをするこ

とによって、

宗岡の人々は

川の氾濫が運

ぶ肥えた土を

利用して農作

物の収穫をし、

普段の豊かで

楽しい暮らしを守り、「母なる川」の恵みを最

大限活かしながら暮らしてきたと言えます。こ

の川と共に暮らすための一連のシステムを象徴

するのが水塚であると考えることができます。

●忘れられつつある水塚

　このような役目を持つ水塚が今忘れ去られよ

うとしています。

　水塚は普段、単に「クラ」「土蔵」「物置」、

または用途に応じて「味噌部屋」「文庫倉」な

どと呼ばれています。そのためか、水塚のある

家の住人であっても「水塚」という言葉が通じ

ないこともありました。近代治水の成果で水害

の心配がほとんど無くなった現在では、水塚の

存在意義も用途も、建てられた時代に比べて変

化して、水塚という言葉がすでに死語になりつ

つあるようです。

　志木に、しかも宗岡地区に長く住んでいる人

でも意外と知らない方が多い「水塚」、それは、

水と人との激しい共存の知恵を結集した、志木

市の貴重な文化財です。　　　　　（毛利将範）

みづか

水
田

水
田

庭
母
屋

倉

土
盛
り

構
え
堀

【水塚】

浦
所

バ
イ

パ
ス

横
堤

新田場堤
新河岸川除堤

荒
川

大
囲

堤

荒
川

新
河

岸
川

柳 瀬 川

下
ノ
谷
堤

昭和の新河岸川堤

平成の新河岸川堤

江戸時代の総囲堤

佃
堤

参考文献：『水害と志木』1986 志木市  
　「荒川下流域水塚群の研究─人と水と
　の共生の文化を考える─」2004 毛利
調査協力：安齋達雄氏（郷土史家）
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会
員
紹
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　若尾さんは、2000年3月に受講した「介

護保険サポーターズクラブ」の研修講

座をきっかけに、エコシティ志木のメ

ンバーと出会い、地元に「地域のこと

を自分たちで考える」という活動をし

ている人の存在を知ったそうです。そ

れまでは、埼玉都民だったので、家と

会社との往復で、地元の話をする機会

なかったとのこと。

　その後、若尾さんは会社を辞めて、

「さいたまNPOセンター」という

NPOに就職し、福祉のまちづくりに関

心をもちはじめました。エコシティ志

木とは、介護保険利用者調査や、「私

らの気持ち」の調査活動のお手伝い、

地域福祉計画の学習会の企画など、協

力して活動してきました。これらを通

して、保健福祉部会の活動に参加して

みたいと考えて、「エコシティ志木」

に入会することになりました。

　ふだんは、「NPO法人市民活動情報

セ ン タ ー ・ ハ ン ズ オ ン ！ 埼 玉

（www.hands-on-s.org）」という団

体で、市民参加型のまちづくりをテー

マにしたコミュニティシンクタンクを

目指して活動しています。「ハンズオ

ン（HANDS ON）」とは、博物館な

どで、来館者自身が、見て・触って・

からだ全体を使って、楽しみながら学

ぶというスタイルのことをいうそうです。

　今年11月には、志木のお宝マップづ

くりにも参加します。保健・福祉部会

として、「地域福祉プロデューサー養

成講座」を、若尾さんの参加も得ながら、 

企画していきたいと考えています。若

者パワーに期待！！

　　　　　　　　【紹介者：加藤智康】

●会員紹介

若尾 明子さん
わ か お 　 あ き こ

（新座市在住）

志木まるごと博物館 「河童のつづら」
次の目標はマップづくり？

　第３回目となる、今年のお宝交流シンポ

ジウム（11月27日（日））のメインテーマは

「みんなでつくろう！！志木のお宝マップ」

です。

　これまで取り組んできた、「河童のつづら」

の活動を中心に、お宝に囲まれてくらす楽

しみをもっと多くの人と共有したり、次世

代に引き継ぐツールとなるようなマップが

つくれたらと思います。

　また、今回のシンポジウムがきっかけと

なり、若尾さんが言うように「これからの

マップづくりを通して「楽しい時間を過ご

すことができた！」と楽しめれば最高で

す！！

　みなさんの知恵とパワーを持ち寄りましょ

う。　　　　　　　　　（毛利将範）

志木まるごと博物館

河童のつづら
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金子秀樹の

農業日記

８エコシティ志木通信 第40号・2005年12月１日

志木小エコクラブ

　志木市は、典型的なベットタウンの本

町地区と昔からの水田風景が残る宗岡地

区に大きく分かれる。

　私達志木小は、前者の本町地区の中心

に位置し子ども達の遊び場は人工物に囲

まれた町の中である。そのため、現代っ

子らしく地球温暖化やオゾン層の破壊に

ついては知っているが、この志木のどこ

に行けばどんな虫がいるのか、いつどん

な鳥が来るのかといったことはほとんどの子が

知らないままだった。そういった環境の中で、

「自然を大切に」という意識を育てるのはなか

なか難しい。

　この本を手にされている方はご存じかと思う

が、志木は江戸時代に新河岸川と柳瀬川との合

流点に置かれた舟運の引又河岸によって栄えた、

川あっての土地である。だから一学期は、クラ

ブの子ども達を近くの柳瀬川に連れて行き遊ば

せた。前号のこの欄にも書いていたが、やはり

子ども達は、川遊びが大好きなようだ。そして、

この実体験の中で、鮭の子のように川の匂いや

温度を感じてくれたと思う。

　ただ、このような自然の中に子ども達を連れ

出すことは、一人の教師だけでは実現不可能だっ

たし、効果も半減だったろう。安全面、そして

道すがらの小さな雑草やツバメの営巣場所へ子

ども達の目を向けてくださったと言う点で、エ

コシティ志木の天田先生始め多くのアドバイザー

の方々の存在があってこその活動だったといえ

る。

　特に、転勤族の私達教員だけでは、「柳瀬川

のどの地点でどんな魚がいるのか」とか「この

植物は、なんという名前なのか」といった情報

は伝え切れない。子ども達にとって“ふるさと

の先輩”であるアドバイザーの方だからこそ、

伝えられる魅力がある。動植物に関してはもう

“歩く図鑑”と言ってもいいくらいだ。それま

で、子どもも私も一括りに“雑草”と見過ごし

ていた草花一つ一つに名前があることを知った。

しかも、ヘクソカズラ（屁糞葛＝確かに臭い）

やイヌノフグリ(漢字で書くと「犬の陰嚢」＝

果実の形が･･･）など子どもが興味を示す名前が

川原には沢山溢れている。

　この五感をフルに使った生の経験と記憶があ

れば、いつか大人になり柳瀬川の上を通った時、

ちょっとした川の変化にも気が付いたり、自分

達がしてもらったように今度は自分達の子ども

に志木の自然の魅力を伝えていってくれるので

はないかと思う。また、ふるさとの自然をそし

てもっと大きな規模での環境を大切にできる大

人に育ってくれることと期待を寄せている。　

　　　　　　　　　（志木小教諭　乙川　竜太）

ネットワーク

紹介
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環 境 ひとくちメモ（17） 伊 藤  智 明

「これからの天気予報」

9エコシティ志木通信 第40号・2005年12月１日

● 志木  自然インフォメーション ●
生き物情報は　 Tel/Fax 048-471-4275　Email：qwj11624@nifty.com（毛利）へ
　　　　　　　　　　ホームページ⇒http://homepage3.nifty.com/moh/kappa/sizen-info-2.html

《鳥類》

◆コガモ（1）→9/14（水）今シーズン初、柳瀬川【武藤邦昭】

◆チョウゲンボウ（1）→9/19（月）水谷田んぼ【山崎光久】

◆タシギ（1）→10/2（日）今シーズン初、柳瀬川の中州で【武藤邦昭】

◆コゲラ（2）→10/22（土）本町の公園、巣穴が２つ【毛利将範】

◆ヒドリガモ（2）マガモ（7）ハシビロガモ（1）→10/27（木）何れも今シーズン初、柳瀬川【武藤邦昭】

◆ノスリ（1）→11/20（日）柳瀬川上空でホバリング【小野恭子】

《昆虫》

◆ジャコウアゲハ（羽化）→8/29（月）柳瀬川【天田眞】

◆エビガラスズメ（幼虫1）→9/11（日）柳瀬川の土手【平澤英子】 

◆ジャコウアゲハ（メスと幼虫）→9/11（日）柳瀬川の土手でウマノスズクサに産卵中【平澤英子】 

◆ミズカマキリ（1）→10/16（日）柳瀬川（志木中学校前）柳瀬川で初【小島敏文】

《は虫類》

◆ヒバカリ（1）→10/9（日）西原斜面林【天田眞】

《魚類》

◆ オオクチバス→8/30（火）柳瀬川・東上線陸橋の富士見市側の水門【匿名】

《植物》

◆シマツユクサ（花）→9/11（日）柳瀬川土手【発見：田村キミエ　写真：山崎光久】

←
ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ︵
9
・
11 

平
澤
︶

↑ヒバカリ（10/9 天田）
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■当会の団体正会員
志木おやこ劇場
生活クラブ生協志木支部
■当会の団体賛助会員
慶應義塾志木高等学校
志木柳瀬川ロータリークラブ
■当会が参加している、または主な協力団体
志木おやこ劇場
いろは遊学館利用者の会
志木市コミュニティ協議会
柳瀬川流域ネットワーク
新河岸川水系水環境連絡会
新河岸川広域景観づくり連絡会
埼玉県南西部地域ＮＰＯ連絡会
（財）埼玉県生態系保護協会志木支部
市内小中学校
志木市立教育サポートセンター
志木のまち案内人の会
グループぽんぽこ
新河岸川流域川づくり連絡会

2010 年度更新済み会員（5/25 現在）
個人正会員　37
団体正会員　２
賛助会員　　2
★寄付をいただいた方
岩上　弘 様
上田　勲 様
大滝 孝久 様
栗林 菊夫 様
西川武重郎 様
吉田　孝 様

★本会の財政基盤は、会員の方の年
会費が頼りです。
★今年度も継続更新をよろしくお願
いします。
★宛名シールに会費の有効期間が書
いてありますので、チェックしてく
ださい。

10エコシティ志木通信 第40号・2005年12月１日

☆会員状況

11月21日現在の更新済みの会員

個人正会員 72 名

団体正会員 ２団体

賛助会員    ２名。

■カンパありがとうございました

宮本善和さん

★本会の財政基盤は、

会員の方の年会費が

頼りです。

★2005年度分、まだ

の方は同封の振替用

紙で継続をよろしく

お願いします。

★宛名シールに会費の有効期間が

書いてあります。チェックしてく

ださいね。

情報満載！
当会のホームページ

公式ホームページ
http://www.cc.e-mansion.com/~eco/

志木まるごと博物館「河童のつづら」
http://homepage3.nifty.com/moh/kappa/

■当会の団体正会員

志木おやこ劇場

生活クラブ生協志木支部

■当会が参加している、または主な

協力団体

いろは遊学館利用者の会

黒目川に親しむ会

グループぽんぽこ

(財)埼玉県生態系保護協会志木支部

志木ＮＰＯネットワーク会議

志木おやこ劇場

志木市コミュニティー協議会

市内小中学校

新河岸川水系水環境連絡会

柳瀬川流域ネットワーク

●報告

「けいおうふれあいの森」のその後

　当通信で度々報告してきた、慶應志木高校寮跡地の

開発で一部が保全された「けいおうふれあいの森」と「大

原ぽんぽこ公園」は、近隣住民の方を中心に組織され

た「グループぽんぽこ」によって、月に１回の管理作

業が始まっています。この夏は、道に沿った芝生の草

取りを中心に作業が行われ、樹林部分は１年目であり

余り作業の必要はありませんでした。

　登録メンバーは当該マンションにお住まいの方々も

参加し40名ほどにもなっています。10月には公園を利

用してフリーマーケットが開催され大盛況でした。森

は昔の面影を残しながら地域に溶け込み落ち着いた景

観をつくり出し、地域住民によるまちづくり活動の場

として、これからが楽しみです。（天田 眞）

●発見　西原斜面林

こんこんと湧き出る「せど湧水」

　西原斜面林にある「せど湧水」がここのところこん

こんと湧き出ています。先日、通りかかったところ写

真のような立派な柵ができていました。けいおうふれ

あいの森もそうですが、里山の風情が楽しめる泉も林

も志木では貴重な存在です。何時までも大切にしたい

です。（毛利将範）
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志木の
天田 眞 

昆虫記
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。
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す
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と
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げ
て
き
た
ョ
。
オ
メ
～
遊
ぶ
ベ
ェ

～
。

　
駄
目
だ
！
　
親
父
が
帳
面
に
一
日
１
枚
漢
字
を
書
か
な
い
と
遊
ん
ジ
ャ
イ
ケ
ネ
ェ

て
言
う
ん
だ
。
だ
か
ら
、
少
し
待
っ
て
て
く
れ
ョ
。
急
い
で
書
く
か
ら
ヨ
。

　
ジ
ャ
ー
見
し
て
み
な
ヨ
。
何
で
そ
ん
な
チ
ッ
チ
ェ
ー
字
で
書
く
ん
だ
ヨ
。
貸
し

て
み
ナ
⋮
。

　
俺
、
帳
面
に
デ
ッ
カ
イ
宇
を
書
い
た
。
１
枚
は
１
枚
だ
ん
ベ
ナ
⋮
。
清
ち
ゃ
ん

は
成
る
程
ソ
ウ
カ
～
、
と
言
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　
オ
メ
～
頭
は
使
い
よ
う
だ
ヨ
！
　
二
人
は
笑
い
な
が
ら
外
に
出
た
。
俺
は
、
今

夜
清
ち
ゃ
ん
が
親
父
に
怒
ら
れ
る
な
⋮
、
他
人
の
事
だ
か
ら
カ
マ
ー
ね
カ
、
ま
ず
、

遊
ん
べ
⋮
。

　
家
の
脇
は
藪
だ
。
そ
の
中
に
一
尺
程
の
石
碑
が
立
っ
て
い
た
。
こ
な
い
だ
、
大
人

た
ち
の
話
で
は
、
昔
、
ニ
ッ
く
っ
つ
い
た
大
き
な
塚
が
在
っ
た
証
拠
だ
、
そ
の
場
所

に
建
て
た
ん
で
﹁
ニ
ッ
塚
交
番
﹂
と
呼
ぶ
ん
だ
と
、
話
し
て
い
る
の
を
聞
い
た
。

　
俺
、
石
を
見
た
ら
確
か
に
﹁
ニ
ッ
塚
﹂
と
書
い
て
あ
っ
た
。

　
今
で
は
傍
に
深
い
水
溜
め
が
あ
っ
て
お
っ
か
な
く
て
近
づ
け
な
か
っ
た
。

　
今
日
は
、
す
ぐ
傍
で
ブ
ッ
ト
シ
を
す
る
事
に
し
た
。
地
面
に
棒
切
れ
で
３
尺
ほ
ど

の
渦
巻
き
を
描
い
た
。
ポ
ケ
ッ
ト
に
5
寸
釘
を
持
っ
て
き
た
の
で
、
ジ
ャ
ー
や
ん
べ

⋮
。

　
オ
メ
ェ
か
ら
や
ん
な
ヨ
。
ジ
ャ
ー
ナ
。
と
、
言
っ
て
左
手
で
渦
巻
き
の
間
め
が
け

て
力
い
っ
ぱ
い
５
寸
釘
を
投
げ
地
面
に
刺
し
た
。

　
何
だ
オ
メ
ー
ギ
ッ
チ
ョ
か
ヨ
⋮
。
次
は
俺
だ
、
と
二
人
は
渦
巻
き
か
ら
外
に
出
な

い
よ
う
に
、
そ
し
て
中
心
に
向
か
っ
て
交
互
に
刺
し
進
ん
だ
。
そ
れ
も
、
線
と
線
の

幅
が
３
寸
、
両
側
の
渦
巻
き
の
線
に
触
れ
な
い
よ
う
に
注
意
深
く
ぶ
ッ
刺
し
な
が
ら

遊
ぶ
の
で
、
単
純
そ
う
だ
が
な
か
な
か
難
し
い
。
良
く
自
分
の
足
に
刺
さ
ん
な
い
も

の
だ
と
思
い
な
が
ら
遊
ん
だ
。

　
何
だ
ヨ
、
オ
メ
ェ
の
線
真
っ
直
ぐ
引
い
て
ネ
ェ
じ
ゃ
ネ
ェ
か
⋮
、
直
線
に
引
く
と

枠
か
ら
出
っ
張
る
ぞ
。
失
敗
だ
！
や
り
直
し
す
ん
べ
～
、
言
い
な
が
ら
ぶ
ッ
刺
し
た
。

　
ダ
メ
ダ
！
　
ヤ
リ
直
し
は
無
し
だ
。

　
オ
メ
ー
順
番
守
れ
ヨ
、
と
口
喧
嘩
し
な
が
ら
渦
巻
き
の
中
心
に
ド
ッ
チ
が
早
く
辿

り
着
く
か
を
競
争
し
た
。

　
イ
ヤ
ー
俺
の
負
け
だ
、
も
一
度
や
ん
べ
ー
と
、
足
で
渦
巻
き
を
消
し
た
。
そ
し
て
、

オ
メ
ェ
汚
ネ
ェ
か
ら
ヤ
ァ
ー
メ
タ
。

　
ジ
ャ
ー
﹁
打
っ
倒
し
﹂
す
る
べ
ー
と
、
筆
く
ら
い
の
木
の
枝
を
切
り
、
先
を
鉛
筆

の
よ
う
に
ナ
イ
フ
で
尖
ら
せ
た
。
遊
び
方
は
簡
単
で
、
先
に
地
面
に
刺
し
た
棒
を
、

次
の
人
が
投
げ
て
、
倒
し
な
が
ら
棒
が
地
面
に
刺
さ
っ
て
い
れ
ば
勝
ち
と
い
う
単
純

な
遊
び
で
あ
っ
た
。

　
二
人
は
お
互
い
に
倒
し
倒
さ
れ
し
て
い
る
内
に
、
オ
メ
ェ
の
棒
は
太
て
い
か
ら
強

い
ん
だ
、
棒
取
り
替
え
ろ
よ
⋮
と
、
言
い
合
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
す
ま
す
言

い
合
い
は
激
し
く
な
り
、
馬
鹿
カ
バ
チ
ン
ド
ン
ヤ
、
オ
メ
ー
の
母
ち
ゃ
ん
デ
ン
ベ
ソ
！

⋮
。

　
何
言
っ
て
ヤ
ガ
ン
ダ
イ
⋮
。
デ
ブ
デ
ブ
1
0
0
貫
デ
ブ
電
車
に
轢
か
れ
て
ぺ
っ
ち
ゃ

ん
こ
！
⋮
と
、
の
の
し
り
合
い
な
が
ら
喧
嘩
別
れ
と
な
っ
た
⋮
。

　
昼
メ
シ
は
な
ん
だ
ん
べ
⋮
　
と
、
俺
は
駆
け
足
で
家
に
向
か
っ
た
。

ぶ
　
　
　
　
　
と
　
　
し

ひ
　
と

ぶ
　
　

た
お

ふ
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エコシティ志木通信

第40号・2005年12月１日

発行

◇落ち葉舞い散る季節になってきたと思っ

たらもう師走。今年は特に、出前水族館

の出張が多かった気がします。水の中の

生き物というのは何故か人の心を癒して

くれるんですね。

◇ところで、実際に活動をレポートし、

通信の記事を書いてくれる人、編集会議

に参加できる人、そんな編集ボランティ

アを現在募集中です。　　　（ふくろう）

NPO法人 エコシティ志木
〒353- 0006 埼玉県志木市館 1-1-2 -108

 電話/FAX　 048 - 471-1338（天田眞）
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  E-mail　    eco-shiki@ff.e-mansion.com
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古紙配合率100％再生紙を使用しています

【日時】11月20日（日）　１４時〜1５時

【場所】志木市いろは遊学館「第３研修室」

【出席】理事総数＝１３名　＜出席＝１１名

（内・書面表決＝５名）　欠席＝２名＞

（敬称略・アイウエオ順）

出席： 天田、伊藤、加藤、高橋、毛利、山崎

書面表決： 飯塚、金子、北原、古谷、三浦、

山口

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ： 吉田（監事）

議長： 天田　　眞（代表理事）

書記： 伊藤　智明（事務局長）

【議題と経緯】

第１号議案：役員任期の変更について

天田代表理事から資料をもとに説明がなされ、

理事からの意見聴取を行った結果、第１号議案

について全会一致で了承されました。

第２号議案：定款の変更について

天田代表理事から資料をもとに説明がなされ、

理事からの意見聴取を行った結果、第12条第6

項案の末尾の【含まれることになってはなりま

せん】を【含まれてはなりません】と変更する

ことを含め、全会一致で承認されました。

　以上、運営上問題が発生する可能性がある部

分の修正案について議論・議決がなされました。

　詳しい理事会議事録及び変更予定の定款（案）

は事務局（天田代表宅）にありますので希望者

は申し出てください。

　また、理事会の議決を受けて12月18日（日）

に下記のように定款変更のための臨時総会を予

定しています。

日時：１２月１８日（日）　１４時〜１５時

場所：いろは遊学館　３階「調理室」

内容：第一号議案　役員任期の変更について

　　　第二号議案　定款の変更について

　なお終了後には同会場で、手打ちうどんづく

りと忘年会も予定しておりますので、奮ってご

参加ください。

2005年度　第３回理事会　報告


